
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

よりも濃度の高い燃料ガスを噴射する補助炎孔

【請求項２】
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バーナ本体に、低濃度の燃料ガスを噴射する主炎孔と、前記主炎孔から噴射される燃料ガ
ス とを備えた燃焼装置において、
前記補助炎孔に至る濃ガス流路の入口である濃ガス導入口には、燃料ガスを噴射する一つ
のノズルが配置されて、燃料ガスが供給可能となっており、
前記主炎孔に至る淡ガス流路の入口である空気導入口には、空気が供給可能であり、
前記淡ガス流路にはガス導入開口を備えたベンチェリー部が設けてあり、前記ベンチェリ
ー部は、前記濃ガス流路内に配置されており、前記ベンチェリー部は、ガス導入開口を介
して濃ガス流路内の燃料ガスの一部を淡ガス流路内に流入させることができ、
前記ベンチェリー部より下流側の淡ガス流路の長さが、濃ガス流路の長さよりも長くなる
ようにしたことを特徴とする燃焼装置。

バーナ本体に、低濃度の燃料ガスを噴射する主炎孔と、前記主炎孔から噴射される燃料ガ
スよりも濃度の高い燃料ガスを噴射する補助炎孔とを備えた燃焼装置において、
前記補助炎孔に至る濃ガス流路の入口である濃ガス導入口には、燃料ガスを噴射する一つ
のノズルが配置されて、燃料ガスが供給可能となっており、
前記主炎孔に至る淡ガス流路の入口である空気導入口には、空気が供給可能であり、
前記淡ガス流路にはガス導入開口を備えたベンチェリー部が設けてあり、前記ベンチェリ
ー部は、前記濃ガス流路内に配置されており、前記ベンチェリー部は、ガス導入開口を介



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、燃焼装置に関するものであり、特に濃淡燃焼方式を採用し、小型ボイラーや給
湯装置への適用が好適な燃焼装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
燃料ガスを希薄な状態で燃焼させる方法として、濃淡燃焼方式が知られている。ここで濃
淡燃焼方式とは、低濃度の ガスから発生する主炎に高濃度の ガスが燃焼した補炎
を隣接させる燃焼方法である。すなわち濃淡燃焼方式とは、燃料ガスに理論空気量の１．
６倍程度の空気を予混合した希薄な混合ガス（以下淡混合ガス）を噴射して主炎を発生さ
せ、この主炎の近辺に、空気の混合量が少なく燃料ガス濃度が高い混合ガス（以下濃混合
ガス）を噴射して補炎を配置したものである。
【０００３】
濃淡燃焼方式による燃焼は、空気が過剰な状態で燃料ガスを燃焼させることができ、火炎
の温度が低下するので、窒素酸化物が発生しにくい。そのため近年では、家庭用の給湯器
等についても、濃淡燃焼方式を採用した燃焼装置が使用されつつある。
家庭用の給湯器等で採用される濃淡燃焼方式の燃焼装置には、大きく分けて２個のノズル
を有する構成と、単一のノズルを有する構成がある。
以下、順次説明する。
【０００４】

は、従来技術の２個のノズルを有する濃淡燃焼方式の燃焼装置の概略図である。
に示す従来技術の燃焼装置１００は、本体部１０１とノズルホルダー１０２によっ

て構成されている。そして本体部１０１の内部には、主炎孔１０１ａに燃料ガス及び空気
を導く淡ガス流路１０１ｂと、補助炎孔１０１ｄに燃料ガス及び空気を導く濃ガス流路１
０１ｃが設けられている。また淡ガス流路１０１ｂと、濃ガス流路１０１ｃは、それぞれ
本体部１０１の端部に開口している。
【０００５】
一方、ノズルホルダー１０２は、電磁弁１０３に接続される燃料ガス流路１０２ａを持ち
、この燃料ガス流路１０２ａに二つのノズル１０２ｂ，１０２ｃが取り付けられている。
ここで従来技術の燃焼装置１００で採用するノズルホルダー１０２では、電磁弁１０３か
ら二つのノズル１０２ｂ，１０２ｃ至る流路の長さは実質上、同一である。
【０００６】
そして二つのノズル１０２ｂ，１０２ｃは、それぞれ前記した本体部１０１の淡ガス流路
１０１ｂと、濃ガス流路１０１ｃの開口１０１ｆ，１０１ｇに接続され、ノズル１０２ｂ
，１０２ｃから燃料ガスが各流路１０１ｂ，１０１ｃに導入される。
また図示しない送風機から、前記した開口１０１ｆ，１０１ｇに空気が導入され、淡ガス
流路１０１ｂ側の燃料ガスには理論空気量の１．６倍程度の空気が混合され、濃ガス流路
１０１ｃ側の燃料ガスには理論空気量未満の空気が混合される。そのため淡ガス流路１０
１ｂに連通する主炎孔１０１ａからは低濃度の燃料ガスが噴射され、濃ガス流路１０１ｃ
に連通する補助炎孔１０１ｄからは高濃度の燃料ガスが噴射される。
そして主炎孔１０１ａ及び補助炎孔１０１ｄから噴射される燃料ガスに点火され、主炎孔
１０１ａからは主炎が発生し、補助炎孔１０１ｄからは補炎が発生する。
【０００７】
次に、一個のノズルを使用する従来技術の燃焼装置について説明する。

は、従来技術の１個のノズルを有する濃淡燃焼方式の燃焼装置の斜視図である。
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して濃ガス流路内の燃料ガスの一部を淡ガス流路内に流入させることができ、
前記ベンチェリー部より下流側の淡ガス流路には曲路が設けられており、前記曲路を設け
ることにより前記ベンチェリー部より下流側の淡ガス流路の長さが、濃ガス流路の長さよ
りも長くなるようにしたことを特徴とする燃焼装置。

燃料 燃料

図１０
図１０

図１１ 図



は、 の燃焼装置をケースに収納した場合の平面図である。 は、 の
Ａ－Ａ断面図である。 は、 のＢ－Ｂ断面図である。
各図において、１０５は、従来技術の一個のノズルを使用する燃焼装置を示す。燃焼装置
１０５は、 の様に、ケース１０６に並列に並べて使用されたり、単独で使用される
ものである。
【０００８】
燃焼装置１０５の内部構造は、 の通りであり、燃焼管本体１０７と、二つの
側板部材１０８によって構成されている。上記した燃焼管本体１０７及び側板部材１０８
に、いずれもステンレススチール等の板をプレスして凹凸形状を設け、これを重ねて燃料
ガス流路を形成したものである。そして中央部に燃焼管本体１０７が配され、その両側面
に側板部材１０８が取り付けられている。また側板部材１０８の内部は空洞であって気体
流路が形成されている。そして側板部材１０８の頂面には、補助炎孔１０９が設けられて
いる。さらに側板部材１０８同士で形成された空隙部分に主炎孔１１０を形成する炎孔部
材１１３が設けられている。
【０００９】
従来技術の燃焼装置１０５では、 の様に燃焼管本体１０７の側面に複数の孔
１１１，１１２が設けられている。そして の様に燃焼管本体１０７の孔１１１が側
板部材１０８の内部と連通し、 の様に燃焼管本体１０７の孔１１２が側板部材１０
８同士の間の空隙部と連通する。
【００１０】
そして従来技術の燃焼装置１０５では、図示しない１個のノズルによって燃焼管本体１０
７内に燃料ガスが供給される。そして燃料ガスは、燃焼管本体１０７の孔１１１，１１２
によって二つの流れに分岐される。すなわち燃焼管本体１０７を流れる ガスの一部は
、孔１１１から側板部材１０８の内部の気体流路に供給され、側板部材１０８の頂面に設
けられた、補助炎孔１０９から噴射される。
一方、残りの燃料ガスは、燃焼管本体１０７の孔１１２から側板部材１０８同士で形成さ
れた空隙部分に流れ込み、下部から導入された空気と混合して主炎孔１１０に至る。そし
て主炎孔１１０から、濃度の低い燃料ガスが噴射される。
こうして主炎孔１１０から低濃度の ガスが噴射されて主炎が発生し、補助炎孔１０９
から高濃度の ガスが噴射されて補炎が発生する。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
上記した従来技術の燃焼装置は、いずれも簡単な構成で主炎と補炎を形成させることがで
き、好ましい構成である。
しかしながら従来技術の燃焼装置は、点火直後に未燃焼成分が排出されるという問題があ
る。
すなわち従来技術の燃焼装置は、燃料ガスの供給源から主炎孔に至る一連のガス流路と、
補炎孔に至る一連のガス流路の物理的長さが等しい。
【００１２】
すなわち で説明した２つのノズル１０２ｂ，１０２ｃを有する燃焼装置１００では
、燃料ガス供給部たる電磁弁１０３から２つのノズル１０２ｂ，１０２ｃに至る流路の長
さが等しい。
一方、 で示した一つのノズルを有する燃焼装置１０５では、主炎孔１１０に
至る一連のガス流路と、補助炎孔１０９に至る一連のガス流路は、燃焼管本体１０７の孔
１１１，１１２までの間が共通であり、当該孔から二つの流路に分岐される。しかしなが
ら従来技術の燃焼装置１０５では、主炎孔１１０に至るガス流路も、補助炎孔１０９に至
るガス流路も、いずれも上方にガスが立ち昇るものであり、両者の距離に実質上の差はな
い。
そのため従来技術の燃焼装置１００，１０５では、 ガスへの点火に際して、低濃度の

ガスと高濃度の ガスが同時に噴射される。
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【００１３】
ここで低濃度の ガスは、前記した様に理論空気量の１．６倍程度の空気が混合されて
いるから、容易に着火しない。実際上、低濃度の ガスに着火するのは、高濃度の
ガスから発生する補炎が安定した後である。
【００１４】
一方、高濃度の ガスは、前記した低濃度の ガスよりも着火が容易ではあるが、従
来技術の燃焼装置１００，１０５では、主炎孔から同時に低濃度の ガスが噴射される
ので、高濃度の ガスが当該低濃度の ガスに煽られる。そのため高濃度の ガス
の着火や、補炎の安定が遅れる傾向にある。
このように従来技術の燃焼装置１００，１０５では、高濃度の ガスへの着火及び補炎
の安定が遅れ、さらに主炎への火回りが遅い。そのため燃料ガスを放出してから主炎が発
生し、さらに主炎が安定するまでの間に時間が経過し、その間に未燃焼状態や不完全燃焼
状態の燃焼ガスが外部に出てしまう。
こうして排出される未燃焼ガスは微量であり、火災や健康に対する害は無い。しかしなが
ら燃料ガスには有臭成分が含まれているため、使用者にとって不快である。またいわゆる
ガス臭さを感じさせるため、爆発するのではないかという不安感を与える。
【００１５】
そこで本発明は、従来技術の燃焼装置を改良し、点火時の未燃焼成分の排出を抑制し、使
用者に不快感や不信感を与えることがない燃焼装置を提供するものである。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
そして上記した課題を解決するための請求項１の

【００１７】
本発明の燃焼装置は、低濃度の燃料ガスを噴射する主炎孔と、 から噴射される燃料
ガスよりも濃度の高い燃料ガスを噴射する補助炎孔を有する燃焼装置であり、濃淡燃焼を
実現するものである。

【００１８】

において、
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発明では、バーナ本体に、低濃度の燃料
ガスを噴射する主炎孔と、前記主炎孔から噴射される燃料ガスよりも濃度の高い燃料ガス
を噴射する補助炎孔とを備えた燃焼装置において、前記補助炎孔に至る濃ガス流路の入口
である濃ガス導入口には、燃料ガスを噴射する一つのノズルが配置されて、燃料ガスが供
給可能となっており、前記主炎孔に至る淡ガス流路の入口である空気導入口には、空気が
供給可能であり、前記淡ガス流路にはガス導入開口を備えたベンチェリー部が設けてあり
、前記ベンチェリー部は、前記濃ガス流路内に配置されており、前記ベンチェリー部は、
ガス導入開口を介して濃ガス流路内の燃料ガスの一部を淡ガス流路内に流入させることが
でき、前記ベンチェリー部より下流側の淡ガス流路の長さが、濃ガス流路の長さよりも長
くなるようにした。

主炎孔

本発明の燃焼装置は、主として１個のノズルを有する構成として好適なものである。
すなわち本発明の燃焼装置においては、バーナ本体に空気又は低濃度の燃料ガスが導入さ
れる空気導入口と、空気及び高濃度の燃料ガスが導入される濃ガス導入口が設けられてい
る。そして空気導入口は淡ガス流路に連通する。そのため淡ガス流路には、主として空気
が流れる。一方、濃ガス導入口は濃ガス流路と連通している。そのため濃ガス流路には濃
度の高い燃料ガスが流れる。そして、淡ガス流路にはベンチェリー部が設けてあり、ベン
チェリー部は、濃ガス流路内に配置されており、ベンチェリー部は、濃ガス流路内の燃料
ガスの一部を淡ガス流路内に流入させることができる。そのため本発明の燃焼装置では、
濃ガス流路から主として空気が流れる淡ガス流路に燃料ガスが流れ込み、燃料ガスが空気
に巻き込まれて攪拌され、均等に分散する。従って本発明の燃焼装置では、主炎孔から発
生する主炎が安定する。

また請求項２の発明では、バーナ本体に、低濃度の燃料ガスを噴射する主炎孔と、前記主
炎孔から噴射される燃料ガスよりも濃度の高い燃料ガスを噴射する補助炎孔とを備えた燃
焼装置 前記補助炎孔に至る濃ガス流路の入口である濃ガス導入口には、燃料ガ



【００１９】

【００２０】

【００２１】
【発明の実施の形態】
本発明の燃焼装置は、主炎孔に至るガス流路と、補助炎孔に至るガス流路に物理的な距離
の差を設け、濃度の高い燃料ガスを先に噴射させて補炎を先に安定させ、後から低濃度の
燃料ガスを噴射して主炎を発生させるものである。
そして主炎孔に至るガス流路と、補助炎孔に至るガス流路に距離の差を設ける方策として
、 。
【００２２】

主炎孔に至るガス流路 と、補助炎孔に至るガス流路
設ける場合は、バーナ本体内部に淡ガス流路と濃ガス流路を形成し、両者の長さを異なら
しめる。
【００２３】
また燃料ガスは、バーナ本体内で分岐させることが望ましい。具体的な構成としては、例
えば低濃度の燃料ガスを噴射する主炎孔と、前記した主炎孔から噴射される燃料ガスより
も濃度の高い燃料ガスを噴射する補助炎孔と、前記主炎孔に連通すると共に混合部となる
曲路を有する淡ガス流路と、前記補助炎孔に連通する淡ガス流路が内部に形成された燃焼
装置において、空気又は低濃度の燃料ガスが導入される空気導入口と、空気及び高濃度の
燃料ガスが導入される濃ガス導入口を有し、空気導入口は淡ガス流路に連通し、一方濃ガ
ス導入口は濃ガス流路に連通し、濃ガス流路の一部は淡ガス流路の一部を包囲し、さらに
当該包囲部位における淡ガス流路にはガス導入開口が設けられ、濃ガス流路から ガス
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スを噴射する一つのノズルが配置されて、燃料ガスが供給可能となっており、前記主炎孔
に至る淡ガス流路の入口である空気導入口には、空気が供給可能であり、前記淡ガス流路
にはガス導入開口を備えたベンチェリー部が設けてあり、前記ベンチェリー部は、前記濃
ガス流路内に配置されており、前記ベンチェリー部は、ガス導入開口を介して濃ガス流路
内の燃料ガスの一部を淡ガス流路内に流入させることができ、前記ベンチェリー部より下
流側の淡ガス流路には曲路が設けられており、前記曲路を設けることにより前記ベンチェ
リー部より下流側の淡ガス流路の長さが、濃ガス流路の長さよりも長くなるようにした。

本発明の燃焼装置では、主炎孔に至るガス流路の長さが、補助炎孔に至るガス流路の長さ
よりも長い。従って、ガス流路の物理的な長さの差から、補助炎孔側から先に高濃度の燃
料ガスを噴射し、少し遅れて主炎孔から低濃度の燃料ガスを噴射する。そのため補助炎孔
から噴射された高濃度の燃料ガスは、主炎孔から噴射される低濃度の燃料ガスに煽られる
ことがなく速やかに着火し、そして速やかに安定する。またこの間、主炎孔からは燃料ガ
スが噴射されないので、燃料ガスの未燃成分の排出はない。
そして補助炎孔から火炎が発生した後に、主炎孔から低濃度の燃料ガスが噴射される。主
炎孔から低濃度の燃料ガスの噴射が開始された際には、補助炎孔からは既に補炎が発生し
ている場合が多いと考えられるから、主炎孔から噴射される低濃度の燃料ガスにも、速や
かに火が移り、燃料ガスの未燃成分の排出は少ない。

本発明の燃焼装置は、主として１個のノズルを有する構成として好適なものである。
すなわち本発明の燃焼装置においてもバーナ本体内に淡ガス流路と濃ガス流路が設けられ
、これらの流路によって炎孔に燃料ガスが供給される。また本発明の燃焼装置では、バー
ナ本体に燃料ガスが導入される濃ガス導入口が設けられている。そして本発明の燃焼装置
では、濃ガス導入口から導入された燃料ガスが、バーナ本体内のベンチェリー部において
淡ガス流路と濃ガス流路とに分岐され、ベンチェリー部より下流の淡ガス流路に曲路を設
け、ベンチェリー部より下流の淡ガス流路の長さが、ベンチェリー部より下流の濃ガス流
路の長さよりも長い。そのため結果的に、ベンチェリー部より下流側の、二種類の炎孔に
至る物理的距離に差異が生じ、先に補助炎孔から高濃度の燃料ガスが噴射され、少し遅れ
て主炎孔から低濃度の燃料ガスが噴射される。そのため点火の際の燃料ガスの未燃成分の
排出量が減少する。

バーナ本体側で行う方法がある

バーナ本体側で、 の長さ の長さに差を

燃料



の一部が淡ガス流路に流れ込む構成とすることが考えられる。
【００２４】
この構成では、濃ガス流路の一部は淡ガス流路の一部を包囲し、さらに当該包囲部位にお
ける淡ガス流路には開口が設けられている。そのため本発明の燃焼装置では、周囲を包囲
する濃ガス流路から主として空気が流れる淡ガス流路に燃料ガスが流れ込み、燃料ガスが
空気に巻き込まれて攪拌され、均等に分散する。
【００２５】
またさらに具体的な構成としては、低濃度の燃料ガスを噴射する主炎孔と、前記した主炎
孔から噴射される燃料ガスよりも濃度の高い燃料ガスを噴射する補助炎孔と、前記主炎孔
に連通する淡ガス流路と、前記補助炎孔に連通する濃ガス流路が内部に形成された燃焼装
置において、凹凸を有する４枚以上の板が重ねられて構成され、中央部の二枚の板同士の
空隙によって混合部となる曲路を有する淡ガス流路が形成され、さらに前記中央部の板と
これに隣接する板との間によって濃ガス流路が形成され、濃ガス流路の一部は淡ガス流路
の一部を包囲し、さらに当該包囲部位における淡ガス流路にはガス導入開口が設けられ、
濃ガス流路から ガスの一部が淡ガス流路に流れ込む構成が考えられる。
【００２６】
ここで淡ガス流路のガス導入開口が設けられた部位は、絞られていることが望ましい。
【００２７】
すなわちガス導入開口が設けられた部位を絞ることにより、内部の流速が増大する。その
ためガス導入開口の近傍部分が負圧傾向となり、燃料ガスが淡ガス流路に引き込まれる。
【００２８】
【実施例】
以下さらに本発明の具体的実施例について説明する。尚以下の説明では、上下とは、燃焼
装置１を炎孔を上にして設置した状態を基準とする。
【００２９】

のノズルを使用し、バーナ本体側で主炎孔に至るガス流路と、補助炎孔に至るガス流
路に距離の差を設ける場合の例を説明する。
【００３０】

は、本発明の具体的実施例における燃焼装置の斜視図である。 は、 の燃焼装
置の分解斜視図である。 は、 から側板を外した状態における燃焼装置の斜視図で
ある。 は、 のＡ－Ａ断面図である。 は、 のＢ方向矢視断面図である。

は、 のＣ平面における断面矢視図である。 は、本発明の他の実施例における燃
焼装置の側板を外した状態における燃焼装置の斜視図である。 は、本発明のさらに他
の実施例における燃焼装置の側板を外した状態における燃焼装置の斜視図である。 は
、本発明のさらに他の実施例における に相当する部位での断面図である。 は、
ガス導入開口の変形例を示す断面図である。
【００３１】
本実施例の燃焼装置８は、従来技術の燃焼装置１０５と同様にケースに並列に並べて使用
されたり、単独で使用されるものである。本実施例の燃焼装置８は、バーナ本体１０とノ
ズル１１によって構成される。またさらにバーナ本体１０は、流路形成部１２と、炎孔部
材１３によって構成されている。
流路形成部１２は、 に示すように４枚の金属製薄板１５，１６，１７，１８

ものである。
そしてこれらの薄板１５，１６，１７，１８は、いずれもプレス加工によって凹凸形状が
設けられ、薄板同士の間によって空気又は燃料ガスの流路が形成されている。
【００３２】
順次説明すると、中央の２枚の板１６，１７は、互いに対称（掌）形であり、両者が重な
り合って燃焼管本体２０が構成されている。
すなわち燃焼管本体２０の形状は、 の様な正面板となる薄板１６と，これに対称（掌
）形状の裏板となる薄板１７が重ね合わされたものである。燃焼管本体２０の外観は平た
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い形をしており、頂部２１は開口している。また頂部２１を除く、３方の辺にはフランジ
部２０ａが設けられている。ただし、空気導入口２７側の上部側は、フランジ部２０ａが
切り欠かれている。
【００３３】
そして内部には二枚の薄板１６，１７によって一連の気体流路が形成されている。即ち薄
板１６，１７が合致する部分では、金属板同志が隙間を形成して配列された状態となって
おり、この隙間によって気体流路２８ が形成される。本実施例の燃焼
装置８では、薄板１６，１７によって構成される気体流路２８は、濃度の低い燃料ガスが
通過する。すなわち燃焼管本体２０に形成される気体流路２８は、淡ガス流路として機能
する。
【００３４】
本実施例で採用する燃焼管本体２０では、淡ガス流路２８は、大きく分けてベンチェリー
部２２、混合部２３と、導通部２４と、炎孔部材配置部２５からなる。すなわち淡ガス流
路２８は、空気導入口２７から始まり順次、ベンチェリー部２２、混合部２３と、導通部
２４と、炎孔部材配置部２５と続く。
これらの形状を淡ガス流路２８の入口から説明する次の通りである。すなわち燃焼管本体
２０の下側の角には、 の様に、空気導入口２７が開口している。空気導入口２７は
略楕円形である。そして空気導入口２７の奥側は、やや拡径しているが、空気導入口２７
から少し入ったところで急激な段部２２ａ，２２ｂが設けられてベンチェリー部２２が形
成されている。ベンチェリー部２２は、流路が内側に絞られ、断面積が急激に減少した部
分である。
【００３５】
ただしベンチェリー部２２における流路は、下流に につれて高さが勾配状に高く広が
っており、断面積は奥に行くほど次第に大きくなっている。そしてベンチェリー部２２の
淡ガス流路２８は、流路の全高がある程度の高さとなった所で、断面積が一定となってい
る。
また本実施例では、薄板１６，１７のベンチェリー部２２を構成する部位は、 の様に
互いに平行である。
【００３６】
そして薄板１６，１７のベンチェリー部２２を構成する部位には、 の様にガ
ス導入開口３１が設けられている。
【００３７】
またベンチェリー部２２の下流側は、段部２２ｂを境に淡ガス流路２８の断面積が極端に
広がっている。そして淡ガス流路２８は大きく方向を変えて混合部２３が形成されている
。混合部２３は、空気流路が大きくカーブする部位であり、大きな曲路である。
混合部２３の末端は、燃焼管本体２０の中程の高さの位置の長手方向全域に渡って延びて
いる。
【００３８】
そして導通部２４は、混合部２３の末端と、炎孔部材配置部２５を繋ぐものであり、混合
部２３の末端に連続し、燃焼管本体２０の長手方向全域に渡って延びている。導通部２４
の断面積、即ち当該部分での薄板１６，１７の隙間は、 の様に小さい。
【００３９】
炎孔部材配置部２５は、燃焼管本体２０の上端部に位置し、長手方向全域に渡って延びて
いる。
【００４０】
一方、燃焼管本体２０の側面側に配される薄板１５，１８は、全体形状が略長方形であり
、前記した薄板１６，１８と同様に、鋼板をプレスして凹凸を設けたものである。薄板１
５，１８は互いに対称（掌）形であり、いずれも全体形状が凹状をし、長手方向の両端及
び下部にはフランジ部１５ａ，１８ａが設けられている。しかしながら、前記した空気導
入口２７が位置する部位については、フランジ部１５ａ，１８ａが欠落している。
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【００４１】
一方、側面側に配される薄板１５，１８の燃焼管本体２０の混合部２３に相当する部位は
、内側に向かって凹んでいる。当該凹部１５ｂ，１８ｂの形状は、混合部２３の外形と一
致する。
【００４２】
次に炎孔部材１３について説明する。
本実施例で採用する炎孔部材１３は、凹凸を有する短冊状の板を重ねたものであり、全体
として４角柱状をしたものである。
炎孔部材１３は凹凸同士の隙間によって図面の上下に連通する。そして炎孔部材１３の上
端の開口は、主炎孔 として機能する。
【００４３】
次に、本実施例の燃焼装置１の各部材同士の関係について説明する。
本実施例の燃焼装置１では、薄板１６，１７によって作られた燃焼管本体２０を中心とし
て、その左右に薄板１５，１８が配されたものである。
燃焼管本体２０と、薄板１５，１８は、周囲のフランジ部２０ａ，１５ａ，１８ａを重ね
合わせて接合されている。
【００４４】
また燃焼管本体２０と、薄板１５，１８との内部の接合関係を見ると、燃焼管本体２０と
、側面側の薄板１５，１８は、下端の空気導入口２７の近傍と、混合部２３の近傍でのみ
接し、他の部位は、いずれも離れている。
従って燃焼管本体 と、薄板１５，１８との間には、 の様に下部から上部に至る一
連の気体流路３５ａ，３５ｂが形成されている。また当該気体流路３５ａ，３５ｂは、い
ずれも天面に開放されている。そして本実施例の燃焼装置８ では、当該開放面が
補助炎孔２９ａ，２９ｂとして機能する。また気体流路３５ａ，３５ｂは、補助炎孔２９
ａ，２９ｂに濃混合ガスを供給する濃ガス流路として機能する。
【００４５】
より詳細に説明すると、燃焼管本体２０を構成する薄板１６と、それに隣接する薄板１５
の間には、隙間があり、この隙間は、両者の下端近傍から上部にかけて連通している。そ
して当該隙間が前記した様に濃ガス流路３５ａとして機能する。
一方、燃焼管本体２０を構成する薄板１７と、それに隣接する薄板１８の間にも隙間があ
り、この隙間は、両者の下端近傍から上部にかけて連通していて濃ガス流路３５ｂとして
機能する。そしてそれぞれの濃ガス流路３５ａ，３５ｂは、上部が開放され、補助炎孔２
９ａ，２９ｂが形成されている。
【００４６】
またバーナ本体１０の側面部、より詳細には、空気導入口２７側の側面の形状は、

の通りであり、前記した様に燃焼管本体２０の空気導入口２７の側面に薄板１５，１
８の内面が接している。しかしながら、空気導入口２７の上部については、薄板１５，１
８の一部が欠落しており、前記した濃ガス流路３５ａ，３５ｂが外部と連通している。ま
た当該部位の燃焼管本体２０には、欠落部２０ｃが設けられている。従って空気導入口２
７の上部には比較的広い空隙部３０があり、外部に開放されている。
【００４７】
また燃焼管本体２０のベンチェリー部２２は、他の部分に比べて幅が狭いので、ベンチェ
リー部２２と両側の板１５，１８の間には、 の様に比較的大きな空隙３３があ
る。当該空隙３３は、燃料ガスの分岐部として機能する。なお燃焼管本体２０は淡ガス流
路として機能し、空隙３３は濃ガス流路３５ａ，３５ｂの一部であるから、ベンチェリー
部２２においては 淡ガス流路２８は濃ガス流路３５ａ，３５ｂに包囲されている。
【００４８】
また燃焼装置８の付属品として点火装置３４が設けられている。点火装置３４は、補助炎
孔２９ａ，２９ｂの近傍であって、空気導入口２７の上部近傍に位置している。
【００４９】
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次に、本実施例の燃焼装置８の燃料ガス及び空気の流れについて説明する。本実施例の燃
焼装置８では、前記したバーナ本体１０の空気導入口２７の上部の空隙部３０に燃料ガス
ノズル１１が挿入される。またバーナ本体１０の上流側には図示しない送風機が設けられ
る。
前記したガスノズル１１の挿入状態は、通常のブンゼン式燃焼バーナと同様であり、空隙
部３０とガスノズル１１の間には隙間あるいは開口があり、当該空隙部３０には燃料ガス
と共に空気が混入される。
空気の燃料ガスに対する混合割合は、理論空気量の４０％程度であり、燃料ガス濃度の高
いものである。
一方、空気導入口２７からは、空気のみが導入される。
【００５０】
そして前記した空隙部３０から入った燃料ガスは、空気と混合され、その一部は直接的に
上方に流れて上部の補助炎孔２９ａ，２９ｂから外部に噴射される。
すなわち燃料ガスの一部は、 の様に濃ガス流路３５ａ，３５ｂを燃焼管本体２０の側
面に沿って上方に流れ、燃焼管本体２０の両側に設けられた補助炎孔２９ａ，２９ｂから
外部に噴射される。
濃ガス流路３５ａ，３５ｂを経由して補助炎孔２９ａ，２９ｂから噴射された混合ガスは
、前記した様に理論空気量の４０％程度しか空気が混合されておらず、燃料ガスの濃度が
高い。
【００５１】
一方、空隙部３０から入った燃料ガスの残部は、 の様にベンチェリー部２２の近傍に
至り、淡ガス流路２８の一部たるベンチェリー部２２を包囲する空隙３３（分岐部）に流
れ込む。そして燃料ガスの残部は、ベンチェリー部２２に設けられたガス導入開口３１か
ら、燃焼管本体２０の内部に入る。すなわち燃料ガスは、ガス導入開口３１を経由して淡
ガス流路２８に入る。
ここで本実施例では、ガス導入開口３１は 燃焼管本体２０

に設けられている。そのため当該部位は流速が速く
、 内部は負圧傾向となっている。一方、ベンチェリー部２２の周囲は、濃
ガス流路３５ａ，３５ｂの一部で包囲されており、ベンチェリー部２２の周囲には、濃混
合ガスが十分に存在する。そのためベンチェリー部２２の周囲の濃混合ガスが燃焼管本体
２０の負圧によって吸い込まれ、燃料ガスは、空気の流れに対して垂直方向に突入し、燃
焼管本体内（淡ガス流路２８）を流れる空気と混合される。
【００５２】
そして燃料ガスは、混合部２３でさらに混合が促進され、導通部２４を経て炎孔部材配置
部２５に至り、炎孔部材１３に入って主炎孔３６から外部に噴射される。
【００５３】
本実施例の燃焼装置８では、燃料ガスは、それぞれ上記した経路を辿り、炎孔部材１３の
主炎孔３６からは淡混合ガスが噴射され、側面に位置する補助炎孔２９ａ，２９ｂからは
濃混合ガスが噴射される。
しかしながら、二つの炎孔に至る距離に注目すると、両者の間には相当の差異がある。す
なわち両者の燃料ガスの流路は、前記した分岐部３３の部位まで共通である。そして補助
炎孔２９ａ，２９ｂに至る濃ガス流路３５ａ，３５ｂは、分岐部３３の近傍から直接的に
上部にのびている。そのため濃混合ガスは、分岐部３３の近傍から直接的に上部に上がり
、補助炎孔２９ａ，２９ｂから噴射される。
【００５４】
これに対して主炎孔３６から噴射される淡混合ガスは、分岐部３３から燃焼管本体２０内
の淡ガス流路２８に入った後、大きな曲部たる混合部２３を通過し、大きく迂回した後主
炎孔３６に至る。そのため図示しない電磁弁を開いて、燃料噴射ノズル１１から燃料ガス
を導入したとき、二つの炎孔からの燃料ガスの噴射に時間差が生じ、最初に補助炎孔２９
ａ，２９ｂから燃料ガスが噴射し、補炎が発生する。そして補助炎孔２９ａ，２９ｂから
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図３

図３

、 の流路断面積が部分的に小さ
くなった部位（ベンチェリー部２２）

淡ガス流路２８



噴射される燃料ガスは、高濃度であり、燃料ガスにはただちに引火する。また特に、補助
炎孔２９ａ，２９ｂから燃料ガスが噴射された直後は、まだ主炎孔３６から低濃度の燃料
ガスが噴射されていないので、低濃度の燃料ガスによって煽られることもない。そのため
補助炎孔から噴射される燃料ガスヘの着火は確実である。
【００５５】
そして続いて曲部たる混合部２３を経て、補助炎孔２９ａ，２９ｂからの燃料ガスの噴射
に遅れて、低濃度の燃料ガスが主炎孔３６から噴射する。しかし低濃度の燃料ガスが噴射
した時には、すでに補炎が安定した状態で燃焼しており、補炎から火が移って低濃度の燃
料ガスは直ちに着火し、主炎が発生する。
また主炎の根元には安定した補炎が存在するので、主炎の基端部を補炎が保持し、主炎の
着火直後から火飛びの発生も少ない。
そのため本実施例の燃焼装置では、未燃焼成分が外部に排出されず、ガス臭さによる不快
や不安感情を起こさせない。
【００５６】
以上説明した第２実施例では、燃焼管本体２０の側面の略全域から、上部に向かって燃料
ガスが流れる様に構成したが、例えば一部に関となる箇所を設け、一か所から全体に広が
る様な構成としてもよい。 は、この例を示すものであり、混合部の末端部分に幅の狭
い部位２０ｄを設け、当該部位から濃混合ガスを上方に通過させる。
本構成によると、 ガスが狭い部位２０ｄを通過する際に空気と混合され、補炎にムラ
が無くなる。
【００５７】
また に示すように、燃焼管本体２０のフランジ部に連通孔２０ｅを設け、左右の気体
流路間の通気性を確保してもよい。この様に、両者の通気性を確保することにより、左右
の補助炎孔２９ａ，２９ｂから噴射される混合ガスの量が均等化し、補助火炎の火勢が整
う。
【００５８】
また上記した実施例では、ベンチェリー部２２を構成する部位の板は平行である旨を開示
したが、例えば の様にテーパー形状を有していて断面積が下流に向かって漸次増大す
る構成も可能である。
このように下流に向かって断面積を増大させることにより、内部が負圧となる傾向が強ま
り、燃料ガスの吸い込みが良好となる。
【００５９】
またベンチェリー部２２に設けるガス導入開口３１の断面形状は任意であり、例えば

の様なバーリング形状であって縁を有するものや、 の様な
、段差を有するギャラリー状の形状であってもよい。
【００６０】
【発明の効果】
以上説明した様に、本発明の燃焼装置は、主炎孔に至るガス流路を、補助炎孔に至るガス
流路よりも距離が長いものとし、主炎孔から噴射される低濃度の ガスを補助炎孔から
噴射される高濃度の ガスよりも遅れて噴射する構成を採用した。そのため補助炎孔が
着火する以前に噴射される燃料ガスが極めて少量となる。また補助炎孔から噴射された濃
度の高い燃料ガスは、主炎孔から噴射される低濃度の燃料ガスに煽られることがなく速や
かに着火し、補助火炎が早期に安定するばかりでなく、遅れて噴射される主炎孔から噴射
される低濃度の燃料ガスにも速やかに火が移り、未燃焼成分の排出がさらに少ないものと
なる。
その結果、本発明の燃焼装置によると、着火直後のガス漏れによる不快感や不安感から開
放される。
【００６１】

10

20

30

40

50

(10) JP 3632904 B2 2005.3.30

図７

燃料

図８

図９

図１
０（ａ） 図１０（ｂ）、（ｃ）

燃料
燃料

本発明を実施した燃焼装置では、淡ガス流路にガス導入開口を備えたベンチェリー部を設
け、このベンチェリー部を濃ガス流路内に配置したので、ベンチェリー部のガス導入開口



て淡ガス流路内に、濃ガス流路内の燃料ガスの一部を流入させることができる。

【００６２】
【図面の簡単な説明】

【符号の説明】
１　　燃焼装置
２　　本体部
２ｂ　淡ガス流路
２ｃ　濃ガス流路
３　　ノズルホルダー
３ａ　燃料ガス流路
３ｂ　淡ガス側ノズル
３ｃ　濃ガス側ノズル
４　　主炎孔
５　　補助炎孔
６　　電磁弁（開閉弁）
８　　燃焼装置
１０　　バーナ本体
１１　　ノズル
１３　　炎孔部材
１５，１６，１７，１８　薄板
２０　　燃焼管本体
２２　　ベンチェリー部
２３　　混合部
２５　　炎孔部材配置部
２７　　空気導入口
２８　　淡ガス流路
２９ａ，２９ｂ　補助炎孔
３１　　ガス導入開口
３５ａ，３５ｂ　気体流路（濃ガス流路）
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を介し
また、ベンチェリー部より下流側の淡ガス流路に曲路を設けたので、ベンチェリー部より
下流側の淡ガス流路の長さを、濃ガス流路の長さよりも長くなるようにすることができ、
主炎孔から濃度の低い燃料ガスが噴射される前に、補助炎孔から濃度の高い燃料ガスを噴
射させることができる。従って、予め補助炎孔における補炎が形成された後に、主炎を形
成することができ、燃焼初期における未燃ガスの流出を防止することができる。

【図１】本発明の具体的実施例における燃焼装置の斜視図である。
【図２】図１の燃焼装置の分解斜視図である。
【図３】図１から側板を外した状態における燃焼装置の斜視図である。
【図４】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図１のＢ方向矢視断面図である。
【図６】図１のＣ平面における断面矢視図である。
【図７】本発明の他の実施例における燃焼装置の側板を外した状態における燃焼装置の斜
視図である。
【図８】本発明のさらに他の実施例における燃焼装置の側板を外した状態における燃焼装
置の斜視図である。
【図９】本発明のさらに他の実施例における図４に相当する部位での断面図である。
【図１０】従来技術の２個のノズルを有する濃淡燃焼方式の燃焼装置の概略図である。
【図１１】従来技術の１個のノズルを有する濃淡燃焼方式の燃焼装置の斜視図である。
【図１２】図１１の燃焼装置をケースに収納した場合の平面図である。
【図１３】図１１のＡ－Ａ断面図である。
【図１４】図１１のＢ－Ｂ断面図である。



３６　　主炎孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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